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＜今週のトピックス＞ 
 

【タイ】第 3 四半期の GDP 成長率、3.3％ 

（１） タイ国家経済社会開発委員会（NESDB）によると、2018年第 3四半期（7～9月）の GDP（速

報値）成長率は実質ベースで＋3.3％（前年同期比）となり、第 2四半期（4～6月）の 

＋4.6％から 1.3ポイント減速した。18年 1～9月の GDP成長率は＋4.3％（前年同期比）

で、通年では＋4.2％となる見通し。 

 

（２） 内需の民間消費は伸びたものの、輸出がマイナス成長となり、NESDB は「世界経済の減速

や不安定な貿易、中国や欧州からの旅行者の減少が主な要因」と指摘。米中貿易摩擦の影

響を受けているのは、電子部品、自動車部品、農産物や加工肉だと説明した。 

 

【タイ】今年の車生産、5 年ぶりに 2 百万台へ 

（１） タイ工業連盟（FTI）は、1～10月の自動車生産台数について、180万台 1,319台（前年同

期比 9.8％増）であったと発表した。出荷先別では、国内向けが 83万 9,704台（同 19.6％

増）、輸出向けが 96万 1,615台(同 2.4％増)となった。 

 

（２） FTIは、「民間投資の拡大、農家収入や消費者信頼感の上昇が今年の新車市場の拡大を支え

ている」と指摘。今年通年の生産予測を従来の 208万台から 210万台に引き上げ、5年ぶ

りに 200万台を突破することが確実となった。 

 

（３） 出荷先別の生産予測は、国内向けを従来の 98万台から 100万台（前年比 5.6％増）に引き

上げた一方、輸出向けは、米中貿易摩擦を考慮し、110 万台（前年比 2.4％減）に据え置

いた。 

 

【インドネシア】ルピア安定化へ向け、預金準備率引き上げ 

（１） インドネシア中央銀行は、金融機関が無利子で中銀に預け入れる預金の比率「預金準備率」

を平均 2％から 1.0ポイント引き上げ、同 3％にすることを明らかにした。 

 

（２） 中銀は同日、政策金利を 0.25％引き上げて 6.00％にする利上げを実施し、ルピア安定化

に向け金融引き締めを強化する姿勢を示した。今年 5 回目の利上げとなり、5 月以降の利

上げ幅は計 1.75ポイントとなった。 

 

（３） さらに、利上げ効果を上げるため、金利が対象となるデリバティブ（金融派生商品）取引

である「金利スワップ（IRS）」および「翌日物金利スワップ（OIS）」を導入する方針も明

らかにした。 

 横浜銀行 バンコク駐在員事務所 
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＜マーケット情報＞ 

【金利】                                                           （単位：％） 

タ イ 

 11/19（月） 11/20（火） 11/21（水） 11/22（木） 11/23（金） 

政策金利 １．５００ １．５００ １．５００ １．５００ １．５００ 

MLR ６．２５０ ６．２５０ ６．２５０ ６．２５０ ６．２５０ 

MOR ７．１２５ ７．１２５ ７．１２５ ７．１２５ ７．１２５ 

イ ン ド ネ シ ア 

 11/19（月） 11/20（火） 11/21（水） 11/22（木） 11/23（金） 

政策金利 ６．０００ ６．０００ ６．０００ ６．０００ ６．０００ 

《出所》 

・タイ  政策金利：Bank of Thailand、MLR（Minimum Lending Rate）・MOR（Minimum Overdraft Rate）：Bangkok Bank 

・インドネシア  政策金利：Bank Indonesia 

 

【為替】                                （単位：USD、JPY、EUR/1 Unit of Foreign Currency） 

対 USD レート 

 11/19（月） 11/20（火） 11/21（水） 11/22（木） 11/23（金） 

USD/JPY １１２．７５ １１２．５２ １１２．８７ １１３．０２ － 

USD/THB ３３．０９２２ ３３．１３３６ ３３．１７３４ ３３．１０９８ ３３．１６３４ 

USD/VND ２３，３５３ ２３，３５８ ２３，３６３ ２３，３６５ ２３，３７５ 

USD/IDR １４，６５９ － １４，６９１ １４，６６５ １４，６２５ 

対 JPY レート 

 11/19（月） 11/20（火） 11/21（水） 11/22（木） 11/23（金） 

100JPY/THB ２９．５８２３ ２９．６５４２ ２９．６３９１ ２９．５２９９ ２９．５８４２ 

1JPY/VND ２０８ ２０８ ２０８ ２０７ ２０７ 

100JPY/IDR １３，０１１ － １３，０１５ １２，９８１ １２，９４９ 

対 EURレート 

 11/19（月） 11/20（火） 11/21（水） 11/22（木） 11/23（金） 

EUR/JPY １２８．６５ １２８．９５ １２８．５６ １２８．８７ － 

EUR/THB ３７．９０６５ ３８．０８５１ ３７．９１２５ ３７．８９２３ ３７．９９７９ 

EUR/VND ２６，７０１ ２６，８００ ２６，６１２ ２６，６６１ ２６，７１８ 

EUR/IDR １６，７２７ － １６，７０９ １６，７１５ １６，６８８ 

《出所 JPY：Bank of Japan、THB：Bank of Thailand、VND：The State Bank of Vietnam、IDR：Bank Indonesia》 

 

【株価】 

タ イ 

 11/19（月） 11/20（火） 11/21（水） 11/22（木） 11/23（金） 

SET １，６３６．４８ １，６１２．０３ １，６１７．３３ １，６０４．４０ １，６２２．１０ 

《出所：SET（Stock Exchange of Thailand）》 
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＜見本市・展示会情報＞ 

【タイ】 

日程 イベント名 

11月 28日～11月 30日 ACCS 2018 - Asia Cold Chain Show 2018 

 

【タイ】「メタレックス 2018」開催 

（１） 東南アジア最大の機械の展示会「メタレックス 2018」（第 32回）が、バンコク東部のバン

ナーにて、11月 21日～24日の 4日間の日程で開催された。 

 

（２） 世界 50か国・地域から約 3,300社（ブランド）が集まり、4日間で約 10万人が来場した

模様。日系企業も、タイに拠点を持つ企業のみならず、多くの企業が参加した。 

 

（３） 日本貿易振興機構（ジェトロ）は、昨年からタイの産業高度化政策「タイランド 4.0」を

意識した出展が増えていると分析している。 

 

【ベトナム】 

日程 イベント名 

11月 28日～11月 30日 FOOD & HOTEL HANOI 2018 （ハノイ） 

12月 5日～12月 8日 Vietnam International Trade Fair for Construction, Mining & Transportation 

- Machinery, Equipment, Technology, Vehicles and Materials （ハノイ） 

12月 5日～12月 8日 HARDWARE & HANDTOOLS EXHIBITION IN VIETNAM （ホーチミン） 

12月 6日～12月 8日 Vietnam Medipharm Expo - The 25th International Medical, Hospital & 

Pharmaceutical In HANOI （ハノイ） 

12月 12日～12月 14日 第一回ベトナム国際機械産業大展 （ホーチミン） 

 

【インドネシア】 

日程 イベント名 

11月 30日～12月 2日 IMBEX 2018 - Indonesia Maternity, Baby & Kids Expo 

12月 5日～12月 8日 MFI 2018 - Manufacturing Indonesia 2018 - 29th International 

Manufacturing Machinery, Equipment, Materials and Services Exhibition 

 

以上 
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